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　魚を身近に感じてもらい、食への興味を広げる食育の推進のため、市
内の親子を対象に料理教室が開催されました。沖縄市漁業協同組合（パ
ヤオ）でセリと魚の捌き方を見学後、沖縄市福祉文化プラザに移動し、泡
瀬産のもずくと、シイラを使ったメニューを料理し、試食を行いました。
　参加した子ども達は、一緒に料理に参加することで食事のおいしさ、
楽しさがより大きくなることを実感した様子でした。

魚をもっと好きに♪「親子料理教室」

　のぼりや製菓有限会社は、沖縄市新商品開発等支援事業補助金
を活用し、食べやすい個包装タイプで、コザらしいパッケージの
ジャーマンケーキを新たに開発しました。
　のぼりや製菓の與座美香社長らが桑江市長を表敬し、発売開始
の報告を行いました。與座社長は、「ローカルスイーツとして県内で
展開しているが、県外ではまだ認知度の低いジャーマンケーキを
発信していきたい」と話しました。

ジャーマンケーキ、新パッケージで県外へ
　かりゆしシニア大学の第６期入学式が、沖縄市社会福祉センター
で執り行われました。
　「楽しんで学び 輝いて暮らす」を学習テーマに開学しているかりゆ
しシニア大学は、平成28年度に老人クラブの会員が学ぶ、教える機会
を設ける目的で設置され、これまで延べ208人が卒業しています。
　今期は、70歳から87歳までの24人が入学を果たし、来年1月ま
での間、月2回の講義を受講します。

かりゆしシニア大学入学式

　赤十字活動の更なる強化を図るため、市役所1階ロビーにて沖縄市赤十
字奉仕団会員増強運動出発式が行われました。
　沖縄市赤十字奉仕団の仲宗根吉子委員長は「支援活動を続けるため、一人で
も多くの方に赤十字会員になっていただけるよう努めます」とあいさつしました。
　平安市民部長より激励の言葉が送られ、今年度の赤十字会員第一号と
して会費を贈呈しました。

赤十字奉仕団 会員増強運動出発式

　沖縄市自治会長協議会と沖縄市自治公民館長連絡協議会の会長及び
役員らが令和5年度新任役員の報告のため、桑江市長を表敬しました。
　沖縄市自治会長協議会の幸喜愛会長は、「行政の末端である自
治会長らで地域の安心、安全を守り、市の行事等を盛り上げていき
たい。37自治会中11自治会が女性会長となっており、女性の数が
増えることで和合のとれた組織にしていきたい」と話しました。

自治会長および公民館長ら、新体制を報告
　令和5年度沖縄市高等学校野球県外招待交流試合が、コザしん
きんスタジアムで行われました。
　高校野球界の名門として知られる岩手県の花巻東高等学校を招
き、沖縄市からは日本ウェルネス高等学校、美里高等学校、美里工
業高等学校、コザ高等学校の計5校が試合を行いました。
　試合結果は、花巻東高等学校が4戦全勝しました。

県外強豪校との白熱した交流試合

沖縄市の｢今｣がわかる
WEBサイト・SNS04

589号（2023年7月発行）OKINAWA CITY NEWS

沖縄市 メルマガ

6/10 6/5

5/17

5/26

6/4

2万人が祝福、キングス優勝パレード

　FIBAバスケットボールワールドカップ2023の大会100日前を記念し、W杯
出場国に関連した料理が市内一部の小中学校で給食として提供されました。
　メニューは、沖縄グループステージに出場するスロベニアの料理
「肉と野菜を煮込んだゴラーシュ」「ハムとチーズを挟み揚げたシュ
ニッツェル」「スロベニア風サラダ」など。
　高原小学校の児童からは「いつもの給食と違って初めて食べた味、
海外の料理をまた食べたい」「家族とスロベニアの試合を見るのが楽
しみ」と喜びの声が聞こえてきました。

バスケW杯を前にスロベニア料理

　6月5日、プロバスケットボールＢリーグ初優勝を果たした琉球ゴールデンキングスの選手らが、優勝報告のため、市役所を訪れました。
　訪れたのは、桶谷大ヘッドコーチや田代直希キャプテンら選手12名と関係者。報告を受けた桑江市長は、「優勝が県民の誇りとなった」と絶
賛しました。ジャック・クーリー選手は、「最高のファンのために優勝できたことを嬉しく思っている」とコメントしました。
　また、10日には優勝パレード及び報告会がコザゲート通りなどで行われました。約2万2千人のファンが沿道を埋め、初優勝を誉め称えました。

プロバスケBリーグ初優勝を報告

　8月に沖縄アリーナにて開催される「FIBAバスケットボールワール
ドカップ2023」開催に向けた機運を盛り上げようと、沖縄市、宜野湾
市、浦添市、うるま市の市議会議員ら有志により「FIBA盛り上げ隊」が
発足しました。
　FIBA盛り上げ隊では、バスケットボールクリニック等を開催し、県
内のミニバスケットボールの強化、普及、発展を目指します。
　実行委員長の濱崎早人さん（浦添市議会議員）は、「地域社会と連
携し、ミニバスケットボールを通して子どもの健全育成に貢献してい
きたい」と話しました。

「FIBA盛り上げ隊」発足！

　沖縄市体育館において、FIBA盛り上げ隊主催によるドリームプロ
ジェクトバスケットボールクリニック2023が開催されました。
　沖縄市、宜野湾市、浦添市の小学校から選ばれた６年生の男女90名
が参加し、バスケットボール選手として活躍を見せた安谷屋陽子さん
らクリニックコーチが指導にあたりました。
　今年8月に沖縄市の沖縄アリーナを会場に開催されるFIBAバス
ケットボールワールドカップ2023に向けて、県内のバスケットボール
熱が高まっています。

未来のスター選手に、バスケクリニック

お き な わ 市 ト ピ ッ ク ス
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Kirameki

〒904-0003 沖縄市住吉1-14-29 3階
TEL.098-937-0170

第90号

沖縄市 市民部
平和・男女共同課
沖縄市男女共同
参画センター

発 行

『第3次沖縄市男女共同参画計画～ひと・きらめきプラン～
（2023年度～2032年度）』を策定しました。

　男女共同参画社会とは、誰もが性別、年齢、国籍、慣習等にかかわらず、意欲に
応じてあらゆる分野で活躍できるとともに、喜びと責任を分かち合える社会です。
沖縄市では家庭や職場、学校、地域などあらゆる場面に男女共同参画の視点を取
り入れ、男女共同参画社会を実現することを目的に計画を策定しました。

　男女共同参画社会の実現を目指し、あらゆる年代の市民に対して、その理念や目的、意義
等の周知・啓発や固定的性別役割分担意識等の見直し等の周知・啓発をすすめていきます。
　誰もが互いに人権を尊重し、責任も分かち合い、ジェンダー平等の実現に向けて、意識・
慣行の見直しを継続的に進めるとともに、多様性の観点を重視し、多様な性のあり方にも配
慮した男女共同参画社会の推進を図ります。
　また、幼児教育や学校教育の場をはじめ、家庭や職場、地域社会において、幼少期から高
齢者に至る幅広い層を対象に、ジェンダー平等の視点に立った教育・学習に努めます。

男女共同参画に向けた意識改革基本目標Ⅰ

　あらゆる分野において、一人ひとりが個性と能力を十分に発揮できるよう、政策・方針決
定過程への女性の参画を拡大するために、女性の人材育成・エンパワーメント支援、女性活
躍の取り組みを進めます。
　また、男女の均等な雇用機会と待遇確保、多様で柔軟な就労・再就職・キャリア形成な
ど、女性のチャレンジを支援するとともに、仕事と家庭生活等を両立するための環境整備に
向けた啓発、子育て環境の充実、経営者や管理職を対象とした男性の家庭参画への理解促
進の取り組みを強化し、ワーク・ライフ・バランスの推進を図ります。
　地域における女性リーダーを育成し、男女がともに地域活動やNPO・ボランティア活動
などに参加することで男女共同参画の視点が根づくように支援するとともに、共生・協働社
会を目指します。

あらゆる分野における女性の参画拡大
（沖縄市女性の活躍推進計画）基本目標Ⅱ

男女共同参画のイベントや講座
の開催について、広報紙や公式
SNS等を活用し情報発信します。
男女共同参画センターに専門相
談員を配置して、男女共同参画及
びLGBTs等の相談に対応します。
パートナーシップ制度の導入検
討を行います。

●

●

●

主な取り組み

審議会、委員会等への女性委員
の登用を推進します。
能力や実績、適正や意欲等を適切
に評価し、市管理職への女性職員
の登用を図ります。
関係団体や事業所に対し、ワー
ク・ライフ・バランスの推進や、女
性が活躍できる場の拡大のため、
情報提供や連携に努めます。
創業起業支援の拠点施設を運営
し、創業起業に関するセミナーな
ど創業・起業支援を行います。

●

●

●

●

主な取り組み

　人権侵害やあらゆる暴力の根絶を目指し、その未然防止のための意識
啓発や相談支援、被害者を支援機関へ適切につなぐ体制の構築・強化を
関係機関や市民との協働のもとすすめていきます。
　また、人生100年時代を見据えたライフステージに応じた生涯にわたる
心とからだの健康支援や生きがいづくり、性の多様性、互いの性を尊重す
る意識の醸成を総合的に進めます。
　性に配慮した健康支援や人権尊重の意識啓発等をすすめ、互いの性や
人権等を尊重しつつ、広い視野で多様な価値観を認め合う社会の形成を
目指します。
　近年、頻発する大規模災害に備え、男女共同参画の視点に立った災害
時の対応ができるよう、平常時からの防災に関する活動への女性の参画
を促進します。

安心・安全なまちづくり
（一部：沖縄市DV防止基本計画）基本目標Ⅲ

DV、デートDV、面前DVなど、あらゆる暴力の防止に
向け啓発カードの配布、パネル展・講座の開催など市
民への意識啓発に努めます。
沖縄県女性相談所、配偶者暴力相談支援センター、
沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センター等と
連携した支援を行います。
女性が避妊・妊娠・こどもを産むことに関わる全てに
おいて、本人の意思が尊重され、自分らしく生きられ
るよう普及啓発に努めます。
女性の貧困等生活上の困難に対する支援に努めます。
女性消防吏員割合の目標を掲げ、女性職員が十分に
配置されるよう、防災現場への女性の参画拡大を図
ります。

●

●

●

●
●

主な取り組み

沖縄市の｢今｣がわかる
WEBサイト・SNS06
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　令和3年度から沖縄市の行政委員として精力的に活動してい
る謝花誉幸さんと大城信男さんへ、沖縄行政評価事務所長より
感謝状が贈呈されました。
　謝花さんは「今後も市民と行政の架け橋になれるよう頑張りた
い」、大城さんは「市民の声をひとつでも多く行政に届けて行き
たい」と話しました。

沖縄行政評価事務所長より感謝状贈呈

　九州、沖縄の市長が地域の課題について話し合う第132回九州市長
会が、沖縄アリーナで開催され、九州115市の市長らが参加しました。
総会では、開催地沖縄市の桑江市長が議長となり議事の進行を執
り行いました。
　この他、意見交換会や行政視察などが行われ、沖縄市を首長らに
広く知ってもらう機会にもなりました。

第132回九州市長会開催される
　令和4年度に市立郷土博物館に資料を寄贈した方へのお礼状贈
呈式が開催され、「メイド課程修了証」を寄贈した井口学さんに久
場館長からお礼状が手渡されました。
　この他にもパナマ帽やアダン葉帽などの帽子を作るための「ボ
ウシカタ」、馬に人を乗せるための鞍など市民らから寄贈されたも
のや博物館で採集した計47点が展示されました。

博物館への寄贈者にお礼状贈呈

　12歳で県内最年少の防災士となった沖縄東中学校2年生の
喜友名朝陽さんとNPO法人防災サポート沖縄の長堂政美理事長
が高原小学校を訪れ、防災クラブの講師を務めました。
　防災クラブ所属の小学4年生～6年生へ簡易トイレ、簡易テント、
空気式マットレス等の設営方法を実演。児童らは一緒に楽しみなが
ら組み立て作業を行い、避難所設営について学びました。

県内最年少防災士と避難所設営を学ぶ

　中学生野球チーム宜野湾ポニーズの高良優太選手（安慶田中
3年）が市役所を訪れ、「アジアパシフィックゾーン チャンピオン
シップ トーナメント」コルト（U-16）部門の日本代表にピッチャー
として選出されたことを桑江市長に報告しました。
　高良選手は「自分らしく動じない思い切ったピッチングができる
ように頑張ります」と目標を話しました。

ピッチャーで日本代表に選出！
　新型コロナウイルス感染症の家庭内感染拡大防止事業に協力し
たホテル事業者への感謝状贈呈式が、市役所で行われました。
　沖縄市コザホテル組合の伊波勇組合長、合名会社ビーシー商事
の新崎好子代表社員、有限会社池宮商事の池宮城正樹代表取締役
へ、桑江市長より感謝状を贈呈し、「皆さまのおかげで、沖縄市は迅
速に家庭内感染拡大の対応ができた」と感謝の言葉を伝えました。
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コロナ禍の感染拡大防止に貢献


